






京都文化交流コンベンションニュース　4

日
本
の
伝
統
芸
能
の
真
髄
に
ふ
れ
る 

●
ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
（
京
都
伝
統
芸
能
館
）

　
ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
は
、
日
本
や
京
都
な
ら
で
は
の
代
表
的
な

伝
統
芸
能
を
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
鑑
賞
で
き
る
劇
場
で
す
。
昭

和
三
十
七
年
の
開
設
以
来
、
外
国
人
観
光
客
の
た
め
の
夜
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
海
外
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も
掲

載
さ
れ
る
な
ど
人
気
を
博
し
て
き
ま
し
た
。
一
つ
の
舞
台
で
、

雅
楽
、
琴
、
茶
道
、
狂
言
、
京
舞
、
華
道
、
文
楽
と
七
つ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
連
続
で
披
露
さ
れ
ま
す
。
 

　
ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
で
は
、お
客
様
が
快
適
に
過
ご
せ
る
工
夫

が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
す
。
座
席
ま
わ
り
は
、お
土
産
な
ど

多
少
の
荷
物
を
置
い
て
も
足
も
と
が
さ
ほ
ど
狭
く
な
ら
な
い

ゆ
っ
た
り
ス
ペ
ー
ス
。
ま
た
場
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
、車
イ
ス
で

も
お
手
洗
い
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、英
語
で
応
対
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
勤
し
、イ
ヤ
ホ

ン
ガ
イ
ド
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
多
言
語
で
用
意
さ
れ
る
な
ど
、

日
本
文
化
を
よ
り
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
が
豊

か
に
な
り
ま
し
た
。
 

■
公
演
時
間 

午
後
７
時
〜
、午
後
８
時
〜（
１
日
２
回
）

■
公
演
期
間 

３
月
１
日
〜
11
月
30
日

 

※
た
だ
し
８
月
16
日
は
休
館

 ※
12
月
〜
２
月
の
金
・
土
・
日
・
祝
は
午
後
７
時
よ
り

　
特
別
公
演
を
開
催

　（
た
だ
し
12
月
29
日
〜
１
月
４
日
は
休
館
）

■
料
　
　
金 

３
、１
５
０
円
 

■
入
場
券 

団
体（
15
名
様
以
上
）は
要
事
前
予
約
。

 個
人
は
当
日
窓
口
、旅
行
社
･
観
光
案
内
所
･
宿
泊

施
設
に
て
販
売
。

 ●
茶
道
体
験
 

　
海
外
で
も
評
判
の
高
い
茶

道
を
気
軽
に
楽
し
め
る
、
茶

道
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
参
加
者
は
茶
室
に
見
立

て
た
畳
敷
き
の
平
机
で
、
椅

子
に
座
っ
て
作
法
を
習
い
ま

す
。
本
格
的
な
内
容
な
が
ら
、

先
生
が
英
語
で
お
点
前
を
説

明
す
る
の
で
、
分
か
り
や
す

い
と
好
評
で
す
。
ギ
オ
ン
コ
ー

ナ
ー
鑑
賞
と
セ
ッ
ト
に
す
れ

ば
割
引
が
あ
り
ま
す
。
 

■
開
催
時
間 

午
後
８
時
〜
、午
後
９
時
〜（
１
日
２
回
）

■
開
催
時
期 

11
月
30
日
ま
で

■
定
　
　
員 

30
名  

 

※
団
体
は
要
予
約

■
料
　
　
金 
１
、５
０
０
円

 

※
ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
と
の
セ
ッ
ト
料
金
は
４
、２
０
０
円

http://www.ookinizaidan.com/gioncorner/URL

ギオンコーナー（おおきに財団事務局） 
　京都市東山区祇園町南側弥栄会館内　TEL.075-561-1119　FAX.075-561-3860

石
畳
、紅
殻
格
子
、犬
矢
来
。
古
き
良
き
祇
園
の
風
情
が
残
る
、花
見
小
路
。こ
の
通
り
を
四
条
通
か
ら
南
へ
行
く
と
、 

設
立
以
来
日
本
や
京
都
の
古
典
芸
能
を
上
演
し
て
き
た
、堂
々
た
る
風
格
の
弥
栄
会
館
が
姿
を
現
し
ま
す
。 

そ
の
中
の
ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー
が
数
年
来
の
改
修
を
終
え
、外
国
人
に
よ
り
利
用
し
や
す
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
の
伝
統
芸
能
の
真
髄
に
ふ
れ
る 

河
原
町
通

四条通 八坂
神社

南座
一力

建仁寺

ギオン
コーナー

京
阪
四
条
駅

東
大
路
通

花
見
小
路
通

鴨
川

川
端
通

阪急
四条駅

京
阪
鴨
東
線

会
議
参
加
者
は
限
ら
れ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
中
で
予
定
を
こ
な
し
ま
す
。
そ
ん

な
忙
し
い
方
で
も
、
効
率
よ
く
日
本
の

伝
統
芸
能
を
堪
能
で
き
る
の
が
ギ
オ
ン

コ
ー
ナ
ー
を
お
薦
め
す
る
ポ
イ
ン
ト
の
一

つ
で
す
。
 

そ
の
真
髄
に
触
れ
て
、
日
本
や
京
都

を
ま
た
一
つ
理
解
し
て
も
ら
え
る
の
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
 

夜
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト 

ギ
オ
ン
コ
ー
ナ
ー 



ホットライン 

会議開催サポート 

ホームページ英文DATA提供のご案内 
　国際会議の主催者が会議開催までに行うことの一つに、参加者向けホー
ムページ(HP)の立ち上げがあります。HPでは、会議の内容に関する情報
だけでなく、開催地の情報を掲載することも必要不可欠です。 
　当ビューローでは、HP作成に役立てていただくため、開催地となる京
都の情報をhtml化し提供しています。見やすく使い勝手のよいデザイン
で豊富な情報を盛り込んでいるので、効率的にご活用いただけます。 

利用 
対象 

京都で開催されるコンベンションの主催者、 
および主催者より委託を受けた旅行会社、PCO等 

利用料 無料（CDは返却不要） 

申請 
方法 

所定の申請書を当ビューローに提出し、 
承認を得てください。 

なお、利用にあたっては規定がございます。 
申請書のダウンロード方法など、詳しくはホームページをご覧ください。 

できればスムーズに国際会議を開きたい、しかし海外参加者の対応が心配…。 

私たちはよくこのような声を耳にします。そこで、会議成功に繋がるヒントを海外参加者の声を交えながら紹介します。 

　日本食への関心が世界的に高まっています。

このことはJNTO（日本政府観光局）の「訪日

外客訪問地調査2008」の結果にも顕著で、

日本を旅行する前に期待していたものとして

「日本の食事」は、2006年度の6位から今回

2位へと急上昇しました。 

　ところで、国際会議の参加者は宿泊施設と

会場との往復に時間の費やし、意外と開催地

を満喫する余裕がないものです。そんな中、

張りつめた緊張や疲れを解きほぐしてくれる

のが「食事」であるという声を、私たちはよく

耳にします。 

　つまり、私たち日本人が海外からのお客様

に対し、心を込めて食のおもてなしをするこ

とは大変重要な意味を持つと言えます。 

　今回のケースのように、最近では多くの料

亭で椅子席が用意されており、こう

した国際会議のレセプションや接

遇で頻繁に使われるようになって

います。千年の歴史を誇る「京都」

でおもてなしをするということは、

お料理の質だけでなく、うつわ選び

や給仕の際の気配り、店のしつらい

や佇まい、周囲の環境など全ての

要素を含みます。これは、一つの素

晴らしい日本文化の体験ではないでしょうか。 

　総合的に見れば、会議における満足度は日

本に来られたお客様が気持ちよく帰国できる

かどうかに比例します。私たちは海外からの

お客様をお迎えするにあたり、相手の視点に

立ったサポートを大切に考えています。これ

からもこの視点を忘れず、「ほんまもん」のお

もてなしを追求していきます。（完） 

第3回
（3回シリーズ）

シリーズ 
コ ラ ム 

●2008年、工学系国際会議に参加したフランス人男性の声●　

京都での学術会議に参加した時の話です。招待状には、夕食会を

「料亭」で開催、とあります。食についてはちょっとうるさい私。

京都は懐石料理の本場と聞いていたので期待が膨らみました。

ただ、一つだけ大きな心配が……。私は足が悪いため、お座敷で

正座などできません。しかし、それは杞憂に終わりました。当日、

お部屋を見てびっくり。私のためにあらかじめ上品なテーブルと椅子が用意されていたのです。

おかげで期待以上の味とおもてなしを満喫し、初めての日本を存分に楽しむことができました。

達人への道！ 国 際 会 議 

今回のテーマ “ほんまもん”のススメ ～食の文化体験～ 

5

賛助会員募集中 
 

コンベンションの誘致及び京都の

伝統・文化の振興を推進する活動

に参加されませんか。 
 

〈年会費〉１口５万円 
（何口でも可、入会金なし） 

 
※なお、「京都文化振興友の会」会員は賛助
会員とは異なりますので、ご注意ください。 
 

●名神京都南I.C.より5分 
●京都駅八条口よりタクシーで6分 

客室／199室
■シングル ¥7,300より
■ダブル ￥12,600より
■ツイン ￥15,750より
＊駐車場 85台
＊レストラン「和食厨房 夢庵」

京・都・気・分・転・歓 

 
〒612-0029 京都市伏見区深草西浦町4丁目59

FAX：075-647-0828
E-mailアドレス：kyoto@uh-urban.com

ホームページアドレス：http://uh-urban.com/kyoto

ご予約・お問い合わせは

1075-647-0606

●名神栗東I.C.より10分  
●JR草津駅東口より徒歩約3分 

客室／113室
■シングル ¥6,825より
■ダブル ￥10,500
■ツイン ￥13,125
＊駐車場完備
＊レストラン「ひいらぎ亭」

湖・国・宿・場・街 

 
〒525-0032 滋賀県草津市大路1丁目4-31

FAX：077-561-3400
FAX：E-mailアドレス：kusatu@uh-urban.com

ホームページアドレス：http://uh-urban.com/kusatu

ご予約・お問い合わせは

1077-567-0606
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魅力あるおみやげで日本文化を広く発信 

平安神宮のほど近く、京都ハンディクラフトセンター内に
店舗を構える京都シルク株式会社。日本のおみやげが
豊富に揃う免税店として、昭和24年の創業以来外国人
客から大変喜ばれ、著名人も多数足を運んでいます。
そんな京都シルク株式会社代表取締役の木村和雅さん
が今年２月、国土交通大臣から第３弾YOKOSO！JAPAN大使に任命されました。
さっそく木村さんにお話を伺いました。

YOKOSO！JAPAN大使・
木村和雅さんに聞く

※コンベンション参加者用に記念品の受注生産も可能です。まずはお気軽にご相談ください。 ※4月より営業時間が1時間延長されました。

Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
！
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
大
使
に

就
任
し
て 

当
社
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
外
国
人
に
喜

ば
れ
る
日
本
の
お
み
や
げ
」
。
そ
れ
が
日
本
の
魅

力
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
の
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
！

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
大
使
（
以
下
、Ｙ
Ｊ
大
使
）
就
任
や
、

※Ｖ
Ｊ
Ｃ
魅
力
あ
る
日
本
の
お
み
や
げ
コ
ン
テ
ス
ト

で
の
過
去
３
年
連
続
受
賞
と
い
う
形
で
実
を
結

び
、
嬉
し
い
限
り
で
す
。 

責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
が
、Ｙ
Ｊ
大
使
と
し
て
、
観
光
業
界
の
発
展

に
む
け
更
な
る
努
力
を
し
て
い
こ
う
と
、
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

今
回
の
就
任
を
機
に
、
観
光
庁
や
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ

（
国
際
観
光
振
興
機
構
）
と
の
情
報
交
換
が
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
り
、
意
見
交
換
が
円
滑
に
な

り
ま
し
た
。
今
後
は
中
央
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
最
大
限
に
活
か
し
、
他
地
域
の
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
の
成
功
事
例
や
取
り
組
み
を
勉
強
し
て
い
く

つ
も
り
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
官
民
一
体
型

の
、
京
都
へ
の
観
光
客
や
国
際
会
議
誘
致
の
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

※
Ｖ
Ｊ
Ｃ
魅
力
あ
る
日
本
の
お
み
や
げ
コ
ン
テ
ス
ト 

観
光
庁
が
推
進
す
る
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン（
Ｖ
Ｊ
Ｃ
）」
の
一
環
で
、
海
外
に
日
本
の
魅
力
を
伝
え
、

日
本
へ
の
関
心
を
高
め
る
よ
う
な
日
本
の
お
み
や
げ
を
選

定
す
る
と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
。 

 日
本
の
お
み
や
げ
に
つ
い
て 

京
都
シ
ル
ク
は
お
み
や
げ
を
企
画
、
販
売
す

る
会
社
で
す
。
普
段
、
お
店
で
外
国
人
観
光
客

に
接
し
て
い
る
の
で
、
彼
ら
の
傾
向
や
好
み
を
い

ち
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

お
み
や
げ
を
も
ら
っ

た
方
が
喜
び
、
あ
げ

た
人
も
幸
せ
に
な

る
よ
う
な
、ユ
ニ
ー

ク
で
少
し
笑
え
て

心
が
和
む
日
本
土

産
を
提
供
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

最
近
で
は
、Ｔ
シ
ャ
ツ
や
ス
プ
ー
ン
、バ
ス
タ
オ

ル
な
ど
、
実
用
的
で
手
軽
な
価
格
の
お
み
や
げ

が
好
評
で
す
。 

デ
ザ
イ
ン
は
、
富
士
山
、

舞
妓
さ
ん
に
加
え
、
お
相

撲
さ
ん
、
キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
、

漢
字
柄
な
ど
、
需
要
に
合

わ
せ
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

お
寿
司
の
デ
ザ
イ
ン
は
特

に
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。 

 「
京
都
」
に
思
う
こ
と 

京
都
は
ま
ち
全
体
が
日
本
の
文
化
を
代
表

す
る
テ
ー
マ
パ
ー
ク
と
し
て
、
根
強
い
人
気
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
に
奢
ら
ず
、
今
後
も

外
国
人
に
親
切
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
再
び
京
都
を
訪

れ
た
人
に
「
や
っ
ぱ
り
京
都
は
い
い
ね
。
」
と
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
街
で
あ
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。 

で
す
の
で
、
地
元
京
都
に
お
い
て
は
官
民
が
一

体
と
な
り
、
英
知
と
情
熱
を
結
集
さ
せ
て
日
本

フ
ァ
ン
・
京
都
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

私
は
、
お
み
や
げ
業
界
の
立
場
か
ら
日
本
の
魅

力
を
発
信
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
し
、
そ
れ
が
Ｙ
Ｊ

大
使
と
し
て
の
使
命
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　 

京都シルク株式会社 
　京都市左京区聖護院円頓美町21
　京都ハンディクラフトセンター4階 
　TEL.075-761-5331 FAX.075-761-5332
　E-mail：sales@japanesegift.jp 
　営業時間：10：00～19：00
　定休日：年中無休（1/1～1/3を除く）

丸太町通

熊野神社

京
阪
鴨
東
線

平
安
神
宮

京都
会館

京都シルク
丸
太
町
駅

東
大
路
通

鴨
川

疏水

川
端
通

広告企業募集中 
～賛助会員の皆様へ～ 
 

コンベンション主催者、学会関係者、コ

ンベンション業界、行政関係者、ビュー

ロー賛助会員などに幅広くご愛読い

ただいている本広報誌（年３回各

8,500部発行）への広告掲載を募集し

ています。 



～鳳凰堂と藤棚～　平等院 （京都府宇治市） 
1052（永承7）年、藤原頼通は当時人 に々恐れられていた末法思想の影響を強

く受け、故父道長が源重信の夫人から譲り受けた別荘を仏寺として改め、

平等院を開創。中でも史跡および名勝に指定されている浄土式庭園では、藤、

桜、ツツジ、睡蓮などが季節ごとに咲き誇り、その華やかさは絢爛たる極楽浄

土の世界をいっそう引き立てている。 

「4月下旬から5月初旬にかけて、平等院は一年で最も美しい季節を迎えます。

樹齢250年の藤が満開となり、ツツジが彩りを添えます。藤の花房は1メートル

近くまで垂れ下がり、まるで紫色のカーテンのようです。」（平等院） 

季節の花咲く庭 表紙解説
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新規
賛助会員の
ご紹介

衣紋道 雅ゆき 〈十二単ショー、着物体験等〉 
　 http://www.miyabi-yuki.jp/  TEL.075-254-8883 
 本格的な「十二単ショーと着物着装体験」ができます。お茶・日本の作法や貝合せ・投扇興も楽しめます。 

株式会社フォーラムジャパン 〈観光産業の人材派遣〉 
　 http://www.forum-j.co.jp/  TEL.06-6281-2906
 観光産業の人材バンクとして、旅行事務・添乗員・ホテル、また各種イベントへの派遣も手掛けております。 

平安装束体験所 〈十二単ショー、装束体験等〉
 http://heian-souen.jp  TEL.075-231-2980
 装束司製作の本格的な十二単などの装束を、衣紋道にのっとった着付けにて多くの方に紹介したいと体験所を開設しました。 

コンベンションを成功に導くサポーター 
コンベンションやイベントなど、人が集まる場面で必要となる「音」、「光」の演出。その技術管理や設営、オペレーションは参加者

の満足度を大きく左右する重要な部分です。今回は、「映像、音響」の分野でコンベンションを支える縁の下の力もちをご紹介します。

京都市左京区上高野薩田町113　
1075-723-0430　  miyake@cima-net.co.jp

株式会社シーマ
http://www.cima-net.co.jp/

京都市伏見区下鳥羽北円面田町90　
1075-604-5430　  fukunaga@takenaka-co.co.jp

株式会社タケナカ
http://www.takenaka-co.co.jp/

株式会社シーマ 株式会社タケナカ 

最近のニーズ　 
学術会議の大型化に伴い、最近ではプレゼンデータの集約方法に
も変化が見られます。発表者のデータ収集用にサーバーを構築し、
1カ所で集中受付処理、そこから各分科会場にデータを配信する
スタイルが主流です。発表者は重くかさばるPCではなくメモリ1
つで移動できますし、我々も事前にPCの設定、アプリケーションの
ケア、ウイルスの駆除等を行えるので業務効率が上がり、結果とし
てより多くの演題発表が実現できるようになりました。 

京都ならではの実例　 
去る3月、祇園甲部歌舞練場とけいはんなプラザ・国際高等研究所
等を会場に、第8回ケータイ国際フォーラムが開催され、映像、音声、
同時通訳を担当しました。歴史情緒溢れる歌舞練場と、最先端の
研究活動の拠点・けいはんな学研都市が会場になるというコラボ
は京都らしい、ユニークな点です。 
映像・音響・同時通訳設備はお気軽にお
問い合わせください。 

最近のニーズ　 
1つの大画面で複数の画面を表示したり、病院での手術現場を遠
隔地会場に中継するなど、より高画質の大型スクリーンが求められ
る機会が増えています。私どもは高速ネット回線と最新通信機器
を用いて、高画質ハイビジョン中継を従来に比べて低コストで実現
しています。 
また、大会場で大人数が同時に無線インターネットの利用を希望さ
れる際、250名以上を収容する大会場でも、私どもで仮設システ
ムを構築可能です。 

京都ならではの実例　 
能楽堂や社寺などを会場としたイベントが多いのは京都ならでは
です。歴史的な建物を舞台に現代的な演出というコントラストは趣
があります。本来の用途ではない使い方をするため、電源の確保
や機材の搬入が困難な場合もありますが、
経験を活かし万全に設営します。 
安心してお任せください。 

映 像 音 響 編



近
年
、ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ブ
ー
ム
と
あ
い
ま
っ
て
、

珠じ
ゅ

数ず

の
魅
力
が
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、男
女
年
齢
を
問
わ
ず
、お
し
ゃ
れ
の
一
つ
と
し

て
ア
ク
セ
サ
リ
ー
感
覚
で
珠
数
を
身
に
着
け
る
人

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。 

今
回
は
、コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
記
念
品
と
し
て
も

お
勧
め
の
、現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
ブ
レ
ス
型
の

珠
数
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

そ
も
そ
も
珠
数
は
、悩
め
る
人
々
が
心
を
鎮
め
、

諸
事
正
し
き
方
へ
向
か
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

お
釈
迦
様
が
木
の
実
を
繋
い
で
連
珠
を
作
ら
れ

た
の
が
起
源
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、仏
教
の

伝
来
と
と
も
に
日
本
に
珠
数
が
伝
え
ら
れ
、中
で

も
各
宗
派
の
本
山
を
多
数
も
つ
古
都
京
都
で
は
、

産
業
と
し
て
珠
数
生
産
が
発
展
、京
念
珠
と
い

う
ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
し
ま
し
た
。 

こ
の
京
念
珠
の
製
法
を
用
い
て
、気
軽
に
楽
し

め
る
ブ
レ
ス
型
の
珠
数
を
製
作
す
る
の
が
、珠
数

専
門
の
製
造
卸
業
者
、土
屋
念
珠
店
で
す
。
職
人

さ
ん
が
細
部
に
も
妥
協
を
許
さ
ず
、丹
誠
込
め
て

作
り
上
げ
る
ブ
レ
ス
は
、新
し
さ
の
中
に
も
伝
統

の
技
が
光
り
、ど
こ
か
神
秘
的
で
気
高
さ
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。 

お
好
み
や
用
途
に
合
わ
せ
て
完
全
受
注
生
産

す
る
の
で
、色
、形
状
、材
質
な
ど
、パ
タ
ー
ン
は
無

限
大
に
広
が
り
ま
す
。
玉
を
一
つ
選
ぶ
に
も
、天

然
石
か
ら
木
の
実
ま
で
多
種
多
様
。
そ
れ
ぞ
れ
の

特
質
や
い
わ
れ
を
踏
ま
え
て
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
す

る
の
も
楽
し
み
方
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ロ
ゴ
を
玉
に
彫
り
込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。

ほ
か
に
も
携
帯
電
話
用
の
珠
数
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
、

手
軽
な
商
品
も
多
数
揃
え
て
い
ま
す
。コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
記
念
に
是
非
ど
う
ぞ
。
ま
ず
は
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 京
都
な
ら
で
は
の 

記
念
品
づ
く
り
を 

〜
土
屋
念
珠
店
〜 

［お問い合わせ］ 
株式会社土屋念珠店 

住     所／ 京都市下京区花屋町通 
 新町西入ル　 
電     話／ 075-361-0396 
ファックス／ 075-361-0399  
Eメール／ tty@extra.ocn.ne.jp 
       http://www.tty-nenju.co.jp/URL

［お問い合わせ］ 
茶懐石・京料理 下鴨茶寮 

住     所／ 京都市左京区下鴨泉川町1　 
電     話／ 075-701-5185 
営業時間／ 11：00～21：00  
定 休 日／ 木曜（祝日の場合は営業） 
       http://www.shimogamosaryo.com/URL

※珠数の表記は複数ありますが、本紙では
京都珠数製造卸協同組合が推奨する
表記を採用します。

※製造卸業につき個人の方への小売はし
ておりませんのでご了承ください。

烏
丸
通

地
下
鉄
烏
丸
線

今
出
川
駅 今出川通

至
国
際
会
館

出
町
柳
駅

河
原
町
通

鴨
川

京
阪
鴨
東
線

京
都
御
所

下鴨
神社

下
鴨
本
通

叡
山
電
鉄

下鴨
茶寮

川
端
通

お
す
す
め
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト 

五
感
で
堪
能
　
本
格
茶
懐
石 

〜
下
鴨
茶
寮
〜 

世
界
文
化
遺
産
下
鴨
神
社
の
周
辺
は
、糺
の

森
の
緑
が
溢
れ
、な
だ
ら
か
な
東
山
山
麓
が
広
が

り
、高
野
川
が
清
ら
か
に
流
れ
る
、自
然
豊
か
な

山
紫
水
明
の
地
。
京
都
の
美
し
さ
を
凝
縮
し
た

か
の
よ
う
な
こ
の
地
に
店
を
構
え
る
の
が
、茶
懐

石
と
京
料
理
の
下
鴨
茶
寮
で
す
。 

創
業
者
の
佐
治
家
と
下
鴨
神
社
と
の
ゆ
か
り

は
古
く
、平
安
朝
の
頃
に
は
御
用
達
包
丁
人
を
代
々

務
め
た
と
い
い
ま
す
。
江
戸
末
期
に
な
る
と
、当

時
物
産
の
集
積
地
と
し
て
賑
や
か
だ
っ
た
出
町
か

ら
京
野
菜
や
若
狭
の
魚
を
仕
入
れ
、
神
社
に
参

拝
す
る
人
々
の
た
め
に
お
茶
や
お
料
理
を
提
供

す
る
よ
う
に
な
り
、今
日
の
姿
に
至
り
ま
し
た
。 

長
い
歴
史
の
中
で
洗
練
を
極
め
た
お
料
理
の

質
と
お
も
て
な
し
の
心
は
、平
成
の
今
日
で
も
訪

れ
る
人
々
を
魅
了
し
て
止
み
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で

国
内
外
の
要
人
を
多
く
迎
え
、京
都
を
代
表
す

る
迎
賓
の
場
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、国
立
京
都
国
際
会
館
、京
都
大

学
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、国
際
会
議
の
後
の

招
宴
会
場
と
し
て
も
好
評
で
す
。 

旬
の
京
野
菜
や
食
材
で
調
理
さ
れ
る
お
料
理

は
、見
て
も
食
べ
て
も
圧
巻
。
数
寄
屋
造
り
の
店

内
は
、随
所
に
趣
あ
る
工
芸
品
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、

何
と
も
優
雅
な
空
間
で
す
。
下
鴨
茶
寮
の
原
点

と
も
言
う
べ
き
呈
茶
は
立
礼
式
も
用
意
さ
れ
、外

国
人
の
方
で
も
楽
し
め
ま
す
。 

お
食
事
だ
け
で
な
く
、30
名
程
度
の
会
議
に
利

用
で
き
る
ホ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
そ
の
後

の
宴
席
で
、四
季
折
々
の
表
情
豊
か
な
自
然
を
背

景
に
京
舞
や
琴
演
奏
な
ど
を
楽
し
む
、と
い
う
の

も
贅
沢
な
ひ
と
と
き
で
す
。 




